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〈一般研究＞
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　表2
※何回か練習した中で，水泳前と今ではどのような変化がありましたか？

　（最初から症状のない方は記入しないで下さい。）

　1）腰痛。背痛が

　2）むくみが

　3）足のつれが

　4）食欲が

　5）睡眠が

　6）家庭内の雰囲気が

7）その他

カはロロ八し’ムV　CPOセoノ

なくなった　41 ：39．1％ 和らいだ1、50 47．6％ 変らない
14 13．3％

なくなった　11 16．6％ 和らいだ　　33 50．0％ 変らない
22 33．3％

なくなった　12 18．5％ 和らいだ　　21 32．3％ 変らない
32 49．2％

lr

出てきた一62 6811％ 変らない　　27 29．7％ その他 2 2．2％

るようになった169 70．4％ 変らない． ・惚9 29．6％ その他 0 0。0彩

∫良くなった
55 62．5％ 悪くなった　0 0．0％ 変らない

33 37．5％

ス トレス解消

友人ができる’

体調が良い

気分転換

26

23

10

7

体が軽い

ふとりすぎ防止

さわやか

その他

5
5
5
19

（8．49％）を除いた614例を対象として，アンケート調

査および電話による直接聞き取りによっ七，①医学的理

由によると水泳車止例と②早産例め早産原因について検

討を行った。

H　結　果

①水泳により改善された微症状

　表2のような質間項目に対して187例（3α5％）の解

答が得られだ。r腰痛r・背痛が軽減しあるいは消失したと

する者が86， 7、彩，下肢の浮腫が軽くなっ たり消失したと

いう者は66．6％，食欲が出たとする者68．1％，睡眠が

とれるようになった者70．4％，足のつかれが軽くなった

り，消失したという者50．8％など，妊娠中の微症状め％

～％は軽減されている。また家庭の雰囲気が良くなった

・気分転換・さわやか・ストレス解消・など心理的な効

果もあげられている。r

②分娩の状況（表3）

表3

※妊婦水泳の結果

q981年2月～1983年6月）

◎年　　r　齢
◎妊嫉 期間一

◎分娩所要時問二

◎児　体　　重　（男）

　　　　　　（女）

　27．8歳　士　3、2（21～43）
　39，3週　土　1，4（32～43 〉

　皇2．7時問士　9．9（0．5～6L4）
3129．7　9　　士　404，2　（1810～4300）

3680．59　土403．1（夏550～4100）

③年令

F分娩時の年令は21才から43才までで平均27．8才であっ

た。

◎妊娠持続期間

　分娩時の妊娠週数1詔2渾かう43週までで，平均は39，3

週となっており，分娩予定日より5日程妊娠持続期間は

短かくなっている。妊娠週数の度数分布は図2のごとく

で，37週未満の早産は4．28％であった。

◎児体重

　出生時の体重は男児は18109～43009で平均は3129，4

9，女児は15509～41009・で平均308059であ・った。

＠分娩所要時間

　分娩開始より，胎児娩出までの時間は0．5時間雪6L4

時間で平均12．7時間であった。、

③医学的理由により水泳を中止．したもの　

　水泳教室に5回以上出席したが，．種々の理由で担当医

より中止するように助言された者は43例7．00％であっ

た。』そのう ち電話による追跡調査が出来たものは32例

　（74．4彩）　であったo

　中止の理由は児頭の下降。子宮ロ開大』子宮口の軟化，

腹緊などの早産の危険が16例，出血6例，妊娠中毒症3

例・破水感2例，骨盤位2例，虫垂炎 1例・不明2例な
どであった。これらの中止を勧告ざれた時の妊娠週数と

夫々が出産した時の妊娠週数との関係は表ののごとくで

あった。

　即ち早産になったものは，5例15．6％である。

④早産例の追跡

　37週未満の早産と なった17例にづいても電話により 出

産前後の状態の調査を行った。・分娩時の妊娠週数は36週

9例，35週2例，34週4例，33週1例，32週1例の計17

例である。

①第1例1妊娠19週から水泳を開始し，35週0日まで続

けていた。この日帰宅の途中で破水したため入院。　翌

　日陣痛開始し，同日2810 9の男児を分娩した。133週で

　1．5cm位下降し子宮にも1指開大していると云われたが，

そのま、水泳を続けていた。

一10一
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表5－2　妊婦水泳と早愛 晦2

16 20 24 28 32 36 40

↑ 33遇亘 日　力、ゼ・発熱
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33才且x 　　　34－4、児頭下降
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　）・
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～
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　③第81例 　l妊娠25週よr、り水泳開姶じ29週』31日ま瓢6回通、　でモ裏璽韻木1を環麺誉弗，瑛塗を府止愛零簸鳶点ゑもうタ
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　客あり・，く後片付の途中がら腹緊があがだが惹⑳ま，斗仕琢

　を続けた。r翌日破水しだために入院』給2週献日廼201＄　　⑫第12例：妊娠20還1零水塗閣璋iし＠撰蓼鋤尽生民奏1禦稗！

　褒の男児を分娩 じた。㌔ 挺戚心炊〔瓦、シ“：t蘭写旨…λ・　肪＃叙腺騨鯵娘葬翰本爆隻屯咋玄恩嘆硯柔亀顔た黛汐6

④第4蹴3妊娠20週よ1り水泳開姶し瞬31遇5旧まで泳い・　渾0，旦と41月璽‘裂目問。》：爾塗替真髪行蕪野ll霧暴9移勲t

　だが1と担当医の内診によ粉子宮ロ工指開太踏軟化鶴晒蟻　　などを行な？た。夕方聡勲魎滅劣）些樺些母や存為欽3§

　るため水泳を中止すぞよO窄に指示されで1ヒめだ。妊娠33｝　哩魚日目疹掌喰蕉時覧串奥穫無健き疫系璽攣間も紫く破

　週2日税金申告や身内の不幸などが軍な：り1多佗だ；づたた　　オ3織嘩碧…入降蔽寿鍍善卓）憲身1装姫存奈a元91§9珍象鐙乏

　め胆緊が弦ぐなづていた冨33週4日に切迫早産のため木　　女児であった。 　⇔碁帰了、．ネ・墾爵：こ↑講玄琉lllli擬薫，㌃

　院 したが猿景宮収縮抑制．も効果なンく1、、133週6臼で187蜀21 　曾簑埠興私購，姫塚占燃懲塗関輪レ柴鰻埋皇巳書璽緕け

　の児を娩出し臨無く ドilllヨ、殖1、㌃li㊦星きさ締射｛1．1モ雌4　　な郎β5週風旦鱗蜷霧窓為い｝鎮璽免県ぞ里7走溌製吻鰯

⑤第5例1・妊娠樋よ・り1水泳開蜘斑灘週妃郎続・餓籾～諫？llく、騰融鱗臆か？．牟通轍牌恥

けたが，里帰りのため中止砒訓週間後3麗51日理』．鱗体り…・1β鱒1月・Z鰍杢隣零躰隣賂婦陣

駒懐郷34週帽舳ど鵬で太院し諦位胎鯉騨騒園駒璽澱旦鯉襲照鈎男撰騨鰭・
嗣離の診旛龍切開鵠ゆ∫18・・彦の男児を棚嵐曾興耽購鱒萎簿麟騨』，・輝朋蘇卿：
⑥第減例 ！3妊娠20週よめ水泳開始・レ寡妊娠32週㌻1旦東で・　な“ll琴塀鎚興2月外黎珍暴礁老竃堅1・昼鯛闘本i5≧履磐、

泳いだが孟鯛子離部ぴらんの働の出血があり12y購聯a擁昼灘・賊麟騨検1贈魅職・牟騰
週間依ん1で1蟻る6娼2週2i日iに出血がやム蜜目 にあり瀦自　 1ホ警子贅寧昏叩闘黍マ窟辱奉壌＄9象頭委3な蟻建壁嬰蒙

宅筆静を続けていたが，34週2 日早朝に破永のため入院。1427α獣の女児を分娩むたが紗APga厭SGolr合！、96・お26分

　この時子宮にはrc血開太で，澗もな“陣痛開姶し3時間　　簿塔奪喧曽染色体異常見q8トリ》爵㍗〉1で横隔膜弛緩症

後に2430鰍の男児を娩出漆ン」シ職 トさシ喧二1！・窒　　善翼貸倉掌薄糞認珍な彰
i直（M，襲．で、 爵渓猷｝；琢）

⑦第7、例ζ妊娠17週より氷泳開始しめ妊娠32週3、日まで　　⑧第15例：妊娠22週より水泳開始じ5超5週6日まで続け

続けたが鐙担当医より児頭下降1しτ妙るため中止する1よ．で噴た5p36週α日里帰り，じ1た後∫、㍉36週21日腰痛が出現続

典奨励れた聯燈聴雌ぴき38・6切撒魏い職磯練め入院し綜棺囎剤鯨滴願蝉
翌日は回復した。34週3日掃除をした後に破水し翌日朝　　痛誘発、しβG週3日・30509の女児を娩出1した。る，「 蝦 ∫Pτ・

　8時34週4日で21409の女児を分娩した。ニニ禰ぐ＝こ≦＝㌻　　⑯第16例：妊娠20週よ り水泳開始寓l／35週β1日，事如続げ

⑧第8例：妊娠17週で水泳を開靖・妊娠33週4日まで続　　で公た融35週17日と以日の2・日間保母の資格をどる痙め』

ゆた認娠33齢町鄭齢難・コ翌姻Q34週鯛娠鰍験を財蔵れを感じ鳳蜘．え36週r坦醐迫・
昼頃血性帯下あ．顔ヂタ方よわ腰痛がみう鵡綿4週杢日腹　 早産矯入院しa6週染日吊宮収縮抑制剤の倹与を受ゆ把が・

一緊増強1し添下腹痛 む出現・した拠めに・3時25分入院し）一子　　タ商陣痛開始しS6週5日r臥155α募吟女児皆娩出・嬉ぢ：6」

窮収縮抑制剤を使用し1易峡時落着い1たが34週5甘再び陣　　⑰第17例 二妊娠19週で水泳を開始じ・‘1｝28週al昂まiで続ゆ

痛開姶嫁ミ伺日2150ゑの男児を娩出，しだ6幌 ∋1ジ≧ 1六1⑨　　た。）双胎と診断され牝ために水泳中止を奨礎られ準樫3竃』

⑨第9i例 ζ妊娠30週より水泳開姶し多矯5週・1日ま頂続蚊　　週¢日予宮は15c血開大， 』展退度＆q瓢と・なう1だ潜あに吻

ていた。婿娠35週4日大掃除で半日を費＝し亦その夕ヵ稼』　迫昇産④診断擦入院治療。135週4・日には子言は繍樋開犬1

水感あり穴院）1陣痛誘剤を行っ忽妊娠鉤週5日128a5ダの　　蚕な％β昏週4，日血性分泌と陣痛輝始まr鉄諏二36週雌日

こ女児を娩出屯た＆、～淵讃戯1㍗Nシ、＞』 、； 謡ひδ　　12融2て91と202q晩の男児を分娩した鉱湿、〆いン：、士；｝5）昌㌃ 1
⑩第10例、ll妊娠25週で水泳を開始し・ ㌔妊娠34週3）日ま黍　　諏・一’∫∴、、、二き．♪一万 ｝・慌、ン．、・、、、膿（黛 ＝、ち 起’1、㌢）『J燃笹

続けた。34週6日足がだるく気分が悪硫なめ水詠14行か　　　皿　考　按　　　　　　　　　　　　．母為，毒 う’で、
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・・，・1・1
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てしまう早産の頻度は4～5％位と云われている6一方6

運動や，長い時間の歩行などが子宮収縮を増強しやすい

こともよく知られている。

　妊娠水泳が身体的にも精神的にも様々め効菓をあげて

し1るとどは報書馨れているが，一方妊娠中忙体を動かす

と芋宮収縮が強ぐな ることも明らかである。…

　従って妊娠中に水泳を続けることが，流産あるいは早

産の原因どならないかが問題となる。

　第一報に述べたごとく，衰々は早産の茅防めために三

段階（水泳開始前，プール廿イド，妊娠27週時）のチェ

ラ1クを行な“万全を期している。

　一方，夫々の妊娠の担当医ほ妊娠7カ月まぞは4週毎，

妊娠8カ月，9カ月は2週毎，妊娠10カ月垂ごなると1週1

毎の定期妊娠検診を行なっている。

　とれ等の検診の際に種々の理由によづ妊娠水泳を続け

ない方が良いと指示されたもあが43例存在した。いわば

ドクター・ストヅプを受けた者さある。詳細を調査する

ことの出来た32倒（7生4％）にkづいて，中止になった

理由をみると，早産ゐ危険ありとされたものが16例（50

彩）で最も多い。早産の危険ありと判断された理由は，

児頭の†降5例』子宮口の開大5例，子宮腔部の軟化2

例，子宮収縮の堪強3例，頸管の展退1例である。その

他に出血が6例， ン水様帯下で破水を疑われたもの2例を

加えると24例（75％）は早産の危険を考えたものという

ことになる。Pこめ24例のうち早産になったものは5例

　（20．8％）であり，矢張り以上のごとき症状や所見は注

意を要するものであるこどがわかる。

　しかし，一方では， 早産の危険を感じた24例中の19例

と，骨盤位ρ妊娠中毒症・虫垂炎などの理由でドクター

　・ストッブとなった8例の合計27例（84．4％）は妊娠37

週以後の満期まで妊娠を継続し得ている。

　従って定期検診における異常症状あるいは異常所見は

大切で，1てれによって適切な判断が下されて対応がとら

れれば，十分な効果をあげることが出来る事がわかる。

　しか し詳ぞれでも早産から完全に逃れることは出来な

いポ今回の調査期閤中にも詳細について調査することが

出来た397例中17例4．28％が37週未満の早産となってい

　るぴ鼻般的に早産の頻度は4～5％とされており，妊婦

水泳実施群でもそれと略々同率の早産が認められている

　ことは，・）妊娠中の管理に注意を払えば，特に早産が増加

することはないと言うことも出来るが，筋，この早産

を少しでも減らすための努力がなお必要であるというこ

．とでもある。

　今回は，早産に至った誘因あるいは原因を調べ，今後

の水泳を続ける妊婦の管理に役立てようとした。

第20集

　妊婦水泳が直接原因となったかと思われる早産は2例

である。第1例は水泳から帰宅する途中妊娠35週0日で

破水し，そのま、入院して翌日分娩となったものであり、

第2例は36週2日まで泳いでいたが，翌日破水したため

入院，36週4日で分娩したものである。いづれも2900

9前後の成熟児であった。第1例は33週の定期検診の時

に子宮口1指開大で，児頭も下降していると注意された

が，その後も水泳を続けていたもので，前述のドクター

・ストップの例からもわかるように，この時点で水泳を

中止すべきであったと思われる。第2例は妊娠29週頃に

出血を見ているが，それが何等かの関係を持つとは考え

難い。1破水する前には子宮収縮の増強などは感じておら

ず，特に無理をしたようなこともなかったと言う。

その他の15例は全例，早産となる前に何等かの原因・

誘因と考えられる箏柄のあるもので，また最後の水泳か

ら陣痛が始まるまでの時間も1週闇かそれ以上のものが

11例である。最後の水泳後1～4日のうちに陣痛が始まっ

たものは4例あるが，大掃除をした当日の破水，ドライ

ブに続いて長時間の外出中から腹繁があり破水となった

もの， 里帰りの翌々日の破水，保母資格を取得するため

の実技試験が2日続き， その翌日の破水などが直接原因

であっ た。

　これ等の症例から見ても，日常生活の注意は極わめて

大切であることがわかる。

　水泳を行っていることと，このような日常生活の無理

が重なることも誘因として考える必要があるかも知れな

い。また「プールであれだけの運動をしているのだから

．大抵のことはやっても大丈夫であろう」』という安易な考

え方が出てくることにも注意する必要があると思われる。

おわりに

　水泳を実施している妊婦の早産を予防するために， 、①

妊婦水泳開始の時点でも， 水泳を実施している途中にお

いても，「長時間の外出。旅行 。 来客』・転居・大掃除など

身体的な負荷』について，繰り返し注意する必要がある。

②内子宮口の開大，頸管展退度の進行ド子宮腔部の軟化

児頭の下降のいづれか二つ以上ある場合には， （特に初

妊婦では）水泳を中止した方が良いと思われる。

　・このために，妊娠経過中（27週前後）に1回は内診す

ることが望ましく，その他の時期でも腹緊の増強』血性

帯下その他の異常があるときは積極的に内診レてみるこ

とカ∫必要である。

③子宮口が，完全に閉鎖し，頸管の展退もみられない状

態で，しかも子宮収縮の増強もないま、・1一破水すること

一　14　一
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があるが，これは卯膜の強さが関係するものと思われ，

現在のところ ，予防は不可能である。
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